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大阪鶴見ロータリークラブテーマ「Regrowth(再び成長する）の機会を！」

（3ページに続く）

母子の健康月間

今日から完全リモート例会に挑戦しております。本当はリ
アル例会が望ましいという観点で取り組んでまいりました
が、コロナの状態がいつ収束するか全く予想できない状況
で、やむを得ずの対策と考えております。

さて地区RIから、新たな活動のあり方を模索するなかで、
ロータリー希望の扉プロジェクトを立ち上げが報告されま
した。緊急事態宣言が解除後の取り組みとしての提案であ
り、状況は変化しておりますが、非常に意義深い提案であ
ると考えます。

勿論、奉仕の主体は地区ではなく各ロータリークラブで
す。このプロジェクトを契機に、各クラブのロータリアンが
奉仕の機会の扉を開いてもらうというのが趣旨です。

このプロジェジェクトは次の三つの柱から構成されてい
ます。

会長インフォメーション会長インフォメーション

１.ロータリアンの希望の扉を開く
新型コロナウイルス感染症に関連する２つの講演会
がWEBで開催されます。
２.子どもたちの希望の扉を開く
コロナ禍の中で、児童養護施設の子どもたちや、ひとり
親家庭の子どもたちに支援団体を通じての支援、大阪在
住の留学生の支援を、各クラブに考えていただく機会を
提供しようという取り組みです。
３.将来のロータリアンの希望の扉を開く
前述のプロジェクトを地区のホームページ、地区公共

イメージ向上委員会やローターアクトのフェイスブックと
ツイッターなどにアップして、ロータリーのイメージ向上
に努めていくというものです。

我々鶴見ロータリーは、メインイベントである鶴見区民
祭りが開催できず、外部組織との連携による新しい企画

それでこそロータリー 雨ふりお月

〈第1708回〉 2021年4月20日（火） 本年度第32回

担当：鳥居会長エレクト担当：大草特別事業委員長

会長方針クラブフォーラム（特別事業部門）

5月11日（火）



（１ページより）

4月27日(火) 休会（祝日週）
5月  4日(火) 休会（祝日週）
5月11日(火) 鳥居会長エレクト 次年度方針発表
5月18日(火) クラブアッセンブリー　

注）各委員長は報告書の準備をお願いいたします。

￥-　　　　累計　￥228，0００.-

幹事報告 幹事：吉羽 潤司

￥-　　　　累計　￥34，０００.-

ロータリーの友4月号の紹介 清水正憲
委員

◎横組み３頁 ＲＩ会長メッセージ　「環境」がロータ
リーの重点分野に加わり、４月２２日の「アースデイ（地
球の日）」を新たな使命感をもって迎えることになると述
べられていますが、早くから「エコロジー」をテーマしにし
ていきた我がクラブとしても、この日はとりわけ重要な日
となりそうです。ＲＩ会長メッセージ　「環境」がロータ
リーの重点分野に加わり、４月２２日の「アースデイ（地
球の日）」を新たな使命感をもって迎えることになると述
べられていますが、早くから「エコロジー」をテーマしにし
ていきた我がクラブとしても、この日はとりわけ重要な日
となりそうです。

恒例の「ロータリーの友」最新号のご案内をいたします。■リモート例会を開催しました。　

■今後のスケジュール　
◎横組み７～１３頁では、４月が「母子の健康月間」

であることにちなんだ特集が組まれています。箕面ＲＣ
（１２頁）や大阪西南ＲＡＣ（１３頁）の活動も紹介され
ています。
　以下、横組みのロータリーに関する記事は続きます
が、些か公式的で堅く、個人的には、毎号縦組みの記事に
関心が向きます。今月号は、

◎縦組み４頁から、カーリングのロコ･ソラーレ代表の
本橋麻里さんの講演録です。「地方創生」という観点から
も、興味の持てる講演内容です。

◎縦組み９頁からは、何と、あの江戸川乱歩のお孫さ
んのロータリアンの紹介記事です。しかし、推理小説より
は、鉄道模型に関心が向いておられたそうです。そして、
乱歩もロータリアンでした。
この後も、例によって、「卓話の泉」「私の一冊」・・・と楽

しい親睦関係の記事が続きます。是非、ご一読を！！（職権
濫用気味ですが）

を検討いただく予定でしたがとん挫いたしました。
一方コロナ禍での弱者への支援は非常に遅れている

のではないかとの思いから、どんな支援ができるのか一
からのスタートとなりますが、社会奉仕委員会等で検討を
いただいております。地区RIの方針とも合致するものであ
りますので、どこまでできるかは未知数ですが、今年度か
らできるものは端緒を造り次年度以降へ続けていければ
との思いでおります。

13日の例会は初めてのリモート例会（リモート主体の
例会）を開催しました。ご出席頂いた皆様はいかがでした
か？　参加する価値のある例会でしたでしょうか？　やは
りリアル例会でないと意味がないと思われたでしょうか？
　　　
主催側の者としては、事前準備から例会終了まで、不都
合・粗相ができるだけないようにしてきましたが、その分
客観的に見えてない部分が多々あるかと思います。ハー
ド面、ソフト面での課題について、是非ご出席された方の
ご意見・改善提案を頂きたく、よろしくお願いいたします。
リアル例会には敵わないまでも、出席の価値ある例会に
すべく、少しづつでも改善していければと思います。

今年度の残りの例会は、鶴見RCのやり残しのテーマを
こなしていきますので、見逃せないテーマが続きます。万
障繰り合わせの上、是非ご出席ください。

■移転プロジェクトより　
移転先の候補と折衝した結果をまとめましたので、添
付資料をご参照ください。
移転プロジェクトとしては、費用面、利便性や先方の受
入体制等を勘案したところ、モントレ・ラ・スール大阪（京
橋）が当クラブにとっては一番良いのではないかと考えて
おります。今後は理事会に審議にかけながら進めて参りま
すが、会員各位のご意見等ありましたらご連絡ください。



卓 話

クラブフォーラム（社会奉仕部門）

子育ちをサポート!
子どもには本来、自分で育つ力があります。 そのチカラ

を様々な原因で奪われている子どもたちがいます。
子どもが育つ環境をおとなや社会はどう整えることが

できるのでしょうか?
スペースや道具を準備するということだけではなく、ま

ずおなかいっぱい食べて、 ゆっくりのびのび過ごせる場
所と、安心して甘えられるおとながいるということ。

子どもの中から、「学びたい!」・「やってみたい!」という
思いが育つの待つチ カラを周囲がもつこと。

CPAOは子どもが育つ環境を整えるため、活動と政策
提言の両輪で展開しています。

NPO 法人にて不登校・ひき こもり支援に従事したのち、 
国際協力NGOの国内事業部に 所属。子どもの社会参画・
子どもの貧困・東日本大震災復 興支援のスタッフ経て、 
2013 年、大阪子どもの貧困 アクショングループ(CPAOの 
前身) を設立。
これまで20数年、子ども・ 若者のサポートに関わる。
一児のシング ルマザー。
著書:『まずはごはん ~ささえあう社会へのはじめ の一歩~』

2013年5月、「最後にもっとたくさん食べさせてあげら
れなくてごめんね」といった遺書のようなメモを残し、大阪
市北区で発見された28歳と3歳の母子の変死事件があり
ました。

この事件は親子心中の可能性が高いとされ、現在、心
中は子どもが巻き込まれる 「最悪の虐待」とも言われてい
ます。*H29年度児童虐待死65人(心中13人)

 この事件をシングルマザーの私は、他人事だとは思え
ませんでした。

 自分の孤育ての連続性の中にこの親子を思い、事件の
翌日、「悲劇を繰り返したくない」と、子ども支援関者と共
に団体を立ち上げました。
まず取り組んだシングルマザーへの聞き取り調査や、夜

回り活動などから数多くの精神的にも、経済的にも厳しい
状況に置かれている孤立した親子らと出会い、サポートを
始めました。

子どもが巻き込まれる痛ましい事件から始まった活動。 
何を置いても優先すべきは、子どもの「命」、「今を生きる」
ためのサポートです。

私たちは子どものニーズに応えるために、親丸ごとサ
ポートすることを大切にしています。

子どもの成長は待ったなしです。活動にご賛同・ご支援
いただき、共に子どもの育ちをサポートくださいますよう、
よろしくお願いいたします。

認定NPO法人CPAO 理事長　德丸ゆきこ

徳丸ゆきこ　プロフィール

4月13日【1707回】

会員数　 　 　 　 29名
（内出席規定免除 11名）
出席会員   18名中  10名
（内オンライン参加  10 名）
出席免除会員  11名中  6名
（内オンライン参加  6 名）
出 席 率 16/24  66.67%

ビジター　　　　 0名

ゲスト　　　　　 0名

出席総数　　　　 20名

前々回  3/25  Ｍ/Ｕ 4名

修正出席率 24/31 72.00%

担当：中森会員

担当：広瀬社会奉仕委員長

Child PAction Osaka=CPAO（しーぱお）

しーぱお活動紹介




